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1. はじめに 

 近年、電力会社との正規の契約なしに電力を

消費する盗電行為が問題となっている。特に、

東南アジアなどの海外における盗電は件数・規

模が大きく、電力会社の収入減損だけでなく経

済的成長の阻害や予期しない電力負荷による停

電の発生など、社会問題となっている[1]。 

 盗電を防止するため、各家庭にスマートメー

タを導入する試みが電力会社によって行われて

いる。しかし、単にスマートメータを導入する

だけでは、電力メータを迂回するように電線を

接続して行う直接盗電を防ぐことができず、十

分な効果が得られていなかった。 

 本研究では、上記の問題を解決するため、各

家庭および変圧器における消費電力量情報を利

用して、盗電による電力ロスの発生を検知する

盗電検知システムを開発した。本稿では、開発

したシステムについて、その詳細と動作を報告

する。 

 

2. 従来技術と課題 

2.1. 盗電の方法と対策 

 盗電は、以下の方法により行われる[2]。 

① 電力量計に対する細工 

異物や磁石を用いて電力量計の円盤の回転

を妨害し、計測値の低下を起こす。 

② 計測員の買収 

計測員に贈賄し、消費電力量を低く報告さ

せる。 

③ 直接盗電 

給電線に自前の電線を接続し、盗電を行う。 
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図 1 盗電の手法 

 上記方法のうち、①と②については、スマー

トメータの設置によりそれぞれ防止が可能であ

る。スマートメータとは、通信機能を持った電

子式の電力量計である。スマートメータは、従

来の誘導形電力量計と異なり、計測に円盤を用

いず、電子式の測定を行うため、機器に対する

不正行為を行うことが難しい。また、通信機能

を備え、計測データを電力会社のデータ収集サ

ーバへ送信することが可能であり、計測員によ

るデータ計測の必要がないため、計測員の買収

も防ぐことが可能である。 

2.2. 課題：直接盗電の防止/検知 

 ③の直接盗電は、メータを迂回して自前の給

電線を設置して行う盗電であり、メータそのも

のには影響を与えないため、スマートメータの

みでは防止/検知することが不可能である。直接

盗電の発生の有無を調べるには、実際に現地に

調査員を派遣して網羅的に調べる必要があり、

防止/検知のコストが高く、現実的でないため、

これを解決する技術が求められている。 

 

3. 解決策 

 前章で述べた課題を解決するため、各家庭お

よび変圧器における電力消費情報を利用して直

接盗電の有無を検知する、盗電検知システムを

開発した。本システムは、図 2 の環境における

配電用変圧器の供給電力と変圧器に接続されて

いるエンドユーザの消費電力の和の関係を表す

電力平衡式(1)を基に開発している。 
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図 2 配電系統モデル 
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：DTで計測される供給電力

：EUで計測される消費電力

：電力ロス（テクニカルロス＋ノンテクニカルロス）
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 テクニカルロスとは、電線の抵抗などによる

技術的な電力ロスであり、ノンテクニカルロス

とは、それ以外、すなわち盗電の可能性が高い

電力ロスである。テクニカルロスは、三相交流

の場合、電流 I、電線の抵抗 R を用いて、式(2)

のように算出できる。 

・・・(2)
 

テクニカルロスの算出に用いる電線の抵抗 R

については、実際に測定することはほぼ不可能

であるため、本開発では、各ユーザの過去の消

費電力量データを利用して推定を行い、盗電検

知を実現する。 

式(1)、式(2)により、式(3)のようにノンテク

ニカルロスを算出することが可能となる。 

 

・・・(3)
 

ノンテクニカルロスの値に対してしきい値を

設定し、一定の値を超えたノンテクニカルロス

が発生した場合に盗電として検知する。 

図 3は、盗電を検知するまでのフローについ

て示した図である。 
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図 3 盗電検知フロー 

 

4. 実現方式 

開発した盗電検知システムは、Web アプリケー

ションの形式を採用し、データベース上にある

各種電力量データを用いて、指定された対象機

器および対象期間において、盗電が発生してい

るかどうかを分析/検知することが可能である。 

図 4は盗電検知システムの画面である。分析

の結果として、盗電分析結果概要画面や電力量

平衡グラフ画面、各機器詳細データ画面などの

Web ページが生成され、ユーザは Web ブラウザを

利用して各画面を閲覧することができる。 

 
図 4 盗電検知システム画面 

 

5. 今後の課題 

 盗電検知の精度・効果を確認し、最適なしき

い値を決定するためには、実際の電力消費デー

タを用いた検証が必要であるが、現時点では実

データによる検証は実施できていない。今後は

実際のデータを利用した検証を行い、本システ

ムの有効性を確認する必要がある。 

 

6. まとめ 

 本稿では、各家庭および変圧器における消費/

供給電力量情報を利用して技術的な電力ロスを

推定し、盗電による電力ロスの発生を検知する

盗電検知システムについて述べた。本システム

を利用することで、従来は検知できなかった直

接盗電の検知が可能となる。 

 今後は、本システムの有効性を確認するため、

実際の電力消費データを用いた検証を行う予定

である。 
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